
JaneEyYe試 論

ジ ェ ンダー ・人種 ・階級 をめ ぐる問題

香 山 は るの

1847年 に出版 されたCharlotteBronte(1816-1855)の ノ碗θ助名θはこ

れまで実に様々な観点、解釈の方法によって論 じられて きたが、21世

紀 を迎 えた現在 この作品の批評 はどのような方向へ向かおうとしてい

るのか。今 日色々な意味で作品世界の 「中心」 に位置 しない 「周縁的」

存在の視点か らいわゆる 「カノン」 と呼ばれる小説、或いはそ こに提

示 されている価値体系 を、読み直そうとする作業がしば しばなされて

いるが、JaneEyyeも その例外ではない。 とりわけ1960年 代以降盛 んに

なったフェミニズム、そ してよ り最近では人種的偏見や弾圧な ど様々

な形で表れる帝国主義的言説 を問い直すポス ト・コロニ アル批評の影

響 がこの小説 をめ ぐる議論、批評の動向に顕著 に見 られるのである。

本稿ではこの二つの観点、解釈の方法を取 り入れなが ら、JaneEyyeの

世界 とそれが書かれた19世 紀中葉の大英帝国の支配的イデオロギーと

の関係 を探 りたい。特 に小説中に描かれる家父長制、階級意識、植民

地主義やそれによってもたらされた 「他者」 との関わ りなど当時の社

会が内包 していた問題 に焦点を当て、ヴィク トリア朝作家Bronteの 見

解、彼女がとった姿勢について改めて考えてみたいのである。

この小説に登場するEdwardFairfaxRochesterの 妻、BerthaMason

Rochesterは いわばフェミニズム批評とポス ト・コロニアル批評が交差

する地点 に立つ重要な人物 と考え られる。西イン ド諸島ジャマイカ出

身でクレオールの母親 を持つBerthaは 、英国ヴィクトリア朝社会の中

では女性 という立場に加え、「非白人」 という事実によって二重に疎外

されている。以下、Berthaと いうキャラクターの持つ意味、そ して彼

女 とヒロインJaneEyreを はじめ とする他のキャラクター との関わ りに

注 目し、論 じてい く。

小説全体 を通 じて、Berthaは 主 に夫であるRochesterの 目を通 して飲

酒、淫乱、狂気など 「堕落」 を示 す性質をことごとく併せ持 った 「劣

等な」人種 として描かれている。ヴィク トリア朝の英国において女性
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の淫 乱、 す なわ ち過 剰 な性 欲が狂 気 の誘 因 とみ な され て いた こ とは周

知 の通 りであ る1。 またSusanMeyerが 指 摘 す るよ うに、 飲 酒 と狂気 も

しば しば 関連づ けて考 え られ 、 と りわ けス テ レオ タイプ化 された黒 人

のイ メー ジに結 び付 け られ るこ とが 多か った よ うであ る(69)。 実 際、

「ク レオール」Berthaの 人 種 的曖昧 さにも拘 らず、彼 女が小 説中姿 を現

す につれ 、そ の肌 の 「浅黒 さ」が 「激 情」 に よる狂暴 性 や 「酩酊」 を

暗示 させ る表現("theFury","therolloftheredeyes"な ど)を 伴 って強

調 されてい く(Meyer,67-69)。

こ こでBronteと 同 時代 の作家AnthonyTrollope(1815-1882)の 旅 行

記TheWestIndiesandtheSpanishMan(1860)に 注 意 を喚起 したい。

VictoriaGlendinningの 伝 記 に よれ ば、Trollopeは1858年 の 冬 郵便 局 の

仕事 の ため西 イン ド諸 島 に派遣 され た(245-246)。 翌 年 ロ ン ドンで 出版

された旅行記 はTrollopeの 言 う 「黒い友達」("oursablefriends")、 す な

わち西 イ ン ドの現 地人 に対す る強 い偏 見、侮 蔑の念 に満 ち満 ちてい る。

"'Thesepeopleareaservilerace
,fittedbynatureforthehardestphysical

work,andapparentlyatpresentfittedforlittleelse"(15).こ ういった人

種 的優 越感 が当時 の英 国 におい て決 して珍 しい もので なか った ことは、

例 え ばエ リ ック ・ウィ リアム ズの 『帝 国主 義 と知識 人一 イギ リスの歴

史家 たち と西 イ ン ド諸 島』 の中で検 証 され ている。

Berthaの キ ャラ クターにつ いて既 に示唆 した よ うに、JaneEyreと い

う小 説 もこ う した帝 国主義 的 イデ オ ロギーか ら解放 され てい る とは言

い難 い。 問題 はこの よ うな イデ オロギ ーが英 国人Janeを 中 心 とした物

語 の 中で どの ように展 開 され てい くのか、 そ して作 者Bronteが そ れ に

対 して最 終的 に どの よ うな立 場 を とって いるの かで あ る。 一言 で言 え

ば上 に見 た ような大 英帝 国の イデ オロギー は、JaneEyyeに お い て非常

に複雑 かつ巧妙 な形 で表 れてい る ように思われ る。ImperialismatHome

の 中 でSusanMeyerはGayatriChakravortySpivakの ノaneEyye論 に言及

し、 「帝 国主 義的原理体系 のイデ オロギ ーが 疑問視 され る こ とのない ま

ま、Bronteの 物 語 に浸透 してい る」 とい うSpivakの 主 張 に反論 してい

るが(64)、 私 もMeyerの 見 方 に基本的 に同意す る。BerthaがJaneや 他

のキ ャラ クター との 関係 の 中で どの よ うな役割 を持 って い るのか一 こ

の点 を考 えてみ る と、Bronteが 何 の問題意 識 も持たず に当時 の支配 的

な価 値観 を受容 して いた とは判 断 し難 い か らで あ る。例 え ば、Janeと
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の会 話の中 でRochester自 身 が ソー ンフ ィール ドの館 を呪 われ た 「ア カ

ンの 天幕 」("tentofAchan" ,338)と 呼 ん でい るの は意味深 い(Meyer,

71)。 こ れ は旧約聖 書 ヨシュ ア記7章21節 へ の言及 であ り、 具体 的に は

ア カ ンが他 民族 か ら不 当に奪 った美 しい上着 や銀 、金 の延 べ板 を天 幕

の下 に隠 し、 イス ラエ ル の子供 に呪 いを もた ら した とい う話 に依拠 し

てい る。そ して この言葉 が暗示 してい るの は、例 えばJaneが 館 を歩 き

回 って 目にす る美 しい食堂 、設 備 の整 った 図書 室、 豪華 な部屋 の数 々

は、Rochesterが 西 イ ン ドの農 場主 の娘Berthaと の 結婚 で手 に入 れ た

「汚 れた」財産一 す なわち英 国植民 地 にお ける 「奴隷 労働 」 に よって産

み 出 された富一 に他 な らない とい う事実で ある(Meyer ,71)。 こ うした

観 点 か ら見 る と、Bronteが 英 国植 民地 主義 に対 して無批 判 では なか っ

た とい う事 実、 いや む しろ彼 女 が抱 いてい た疑念 や不 安 が浮 上 して く

るので はないか。

ま た 「道 徳 的 狂 気 」2に 陥 っ たBerthaが 自 分 を 幽 閉 して きた

Rochesterに 対 して抱 く燃 え る ような憎 しみ、反逆 心 は、 ある意味 で ヒ

ロイ ンJaneが 時 折 見せ る激 しい感 情 と重 なる と ころが あ る
。Sandra

GilbertとSusanGubarの 有 名 なTheMadwomanintheAtticは ま さにこの

点 を指摘 してい る。GilbertとGubarは 特 にJaneとRochesterの 婚 約期 間

にお けるBerthaの 行 動 に注 目 し、BerthaをJaneの 「真 の姿 に最 も近 い、

暗黒部分 の分 身」("truestanddarkestdouble")、 す なわ ちゲイ ッヘ ッ ド

で の子供 時代 か らJaneが 抑 え よ う として きた 「荒 れ狂 う秘密 の 自我」

("theferocioussecretself')で あ ると論 じている(360)。 例 えば24章 で

Janeは 、 自分 に宝石 や 絹織物 な ど高価 な贈 り物 を次 々 に与 え ようとす

る婚 約者Rochesterの 中 に、飾 りたてた 「女奴隷 」 を眺め て 自己満足 的

な喜 び に浸 る 「サル タン」("sultan")の 姿 を見出 だ し、漠 然 とした不 安、

反発 を感 じる・ 男女対 等 な関係 を求 め るJaneに と って、 この ようなプ

レゼ ン トはま さにRochesterと 自分 との経済的 な格 差 を思 い起 させ る も

の に 他 な らな い。 こ うい っ た角 度 か ら見 る と、 続 く章 で 語 られ る 、

BerthaがJaneの 豪 華 なウ ェ デ ィン グ ・ヴ ェー ル を引 き裂 く行 為 は 、

Janeの 「支 配 と隷 属」 の 関係 に基づ い た結 婚へ の抵抗 で あ り、あ る意

味 で は彼女 自身が心 の ど こか で した い と望 んで いた こ とで はない か と

考 え られ るのである(Gilbert,359)。

Rochesterと の 関係 に限 らず、Janeの 成 長 の幾 つか の段 階におい て し
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ば しば 立ち はだか る のが、家 父 長的 な男性 の権 威 とそ れ に よる抑圧 で

あ る。小説 中の主要 な男性一 残虐 な 「ローマ皇 帝」(17)に た とえ られ

るJohnReed、 「黒 い柱 」(40)と い った 「男根」 を暗示 させ るよ うな言

葉 で(Gilbert,344)描 写 され るロー ウッ ドのBrocklehurst牧 師 、そ して

神へ の奉仕 とい う大義名分 を掲 げるマ シューエ ン ドのSt.JohnRivers一

な ど は 、 い ず れ も 「女 性 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー に お け る 唯 一 の 男 性 」

(Rigby,B.,17)で あ り、 ジェ ンダーの ヒエ ラルキーの も とに専 制 的な権

力 を振 る う。例 えばJohnReedは 「子 供部屋 の スケ ープ ゴー ト」(23)

のJaneに 暴 力 を加 え、偽 善的 な禁 欲主 義者Brocklehurstは 育 ち盛 りの

女 生徒 た ち を飢 え させ 、 その上 窮屈 な服 に押 し込 め た り髪 を刈 り取 る

な どして彼 女 らの 「セ クシュア リテ ィ」 を無 理に抑制す る(Winnifrith,

38)。 さ らにSt.Johnに 至 って は、彼 の プロポー ズ を断 り精神 的な呪縛

か ら逃 れ よ う とす るJaneを 「野 蛮 」 で 「女 ら し くない 」、 「不 実 だ」

(459)と 横 暴 に も言 い放つ 。以 上そ れ ぞれ状 況 は異 なる もの の、 こ う

い った男性 たち との関 わ りにおい て、Janeが し ば しば 自 らを虐 げ られ

た 「奴 隷」 にた とえて い るの は興味 深 い。3実 際彼 らとの 闘 い を経 て

Janeは 成 長 してい くので あるが 、その 過程 で見 られるJaneの 怒 りは支

配 ・抑 圧 され る立場 とい う点 で、 「劣性 」 の烙 印 を押 され監 禁 された

「浅黒 い」Berthaの 激 情、夫へ の燃 えた ぎる復 讐心 に通 じる ものが ある。

ここにBronteの 「弱 者」 に対す る関心 、 ジ ェンダーや 人種 をめ ぐるヒ

エ ラルキーの 中で苦 悶する者への共感 が認 め られるので はないか。

しか しな が ら一 方 で 否 定 で き ない の は、Janeそ し て 究 極 的 に は

Bronte自 身 が一人 の人 間 として のBerthaに 深 い 同情 を感 じてい ない と

い う点 で あ ろう。 これが この作 品全 体 の ヴ ィジ ョンを複 雑 な もの に し

てい る。 例 え ば小 説 中 、外 国 、或 い は外 国 人 は概 して 「汚 染 され た」

もの と して 、清 潔 で 健 全 な英 国 、 英 国 人 と対 比 され て い る こ と に

(Meyer,84)注 目 して み よう。Meyerも 触 れてい るが 、以下 に引用す る

Rochesterの 回想(27章)に よれば、か つて ジャマ イカの重苦 し く立 ち

こめた 大気 か ら彼 を救 い 出 したの は ヨー ロ ッパ か ら入 って くる清 らか

な空気 であ った。

ItwasafieryWest-lndiannight;oneofthedescriptionthat

frequentlyprecedethehurricanesofthoseclimates;...Theair
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waslikesulphur-steams...Mosquitoescamebuzzinginand

hummedsullenlyroundtheroom;thesea...rumbleddulllikean

earthquake-blackcloudswerecastingupoverit;themoonwas

settinginthewaves,broadandred,likeahotcannon-ball-she

threwherlastbloodyglanceoveraworldquiveringwiththe

fermentoftempest.(346)

こ う した暑 苦 しい よ どんだ雰 囲気 と 「狂 った」 妻 の 「悪魔 の よ うな」

憎悪 を こめ た叫 び声 に感 化 され 、絶望 的な気 持 ちに なったRochesterは

自殺 さえ考 える。す る とそ の時、 一陣 の さわや か な風 が 吹 き込み 、彼

に取 るべ き道 を示 した とい う。``AwindfreshfromEuropeblewoverthe

oceanandrushedthroughtheopencasement:thestormbroke,streamed ,

thundered,blazed,andtheairgrewpure.Ithenframedandfixeda

resolution"(347).[汚 れ た」外 国 と 「清 らか な」英 国‐Rochesterに よ

って構 築 され た この対 比 はまた、彼 が その後 持 った数 々 の愛人 が全 て

外 国人 で あった こと、そ して結 局 はそ うした 「堕 ち た女」 た ちに も飽

き、Janeの よ うな純 粋 で正 直 な女 性 と会 うべ くして英 国 に戻 って きた

こ とと も無 関係 では なか ろう。 さ らにつ け加 え るな らば、 「淫乱 な」妻

を持 った我 が身 を嘆 くRochester自 身 が放 埒 な生 活 を送 っ ていた こ と一

こ こに皮 肉 があ り、 当時 の社 会 に根 強い性 の ダ ブル ・ス タ ンダー ドが

認 め られるのであ る。

そ して重 要 なこ とにJane、 さ らには作 者Bronteも こ う した人種 や ジ

ェ ンダー に関す る偏見 に加 担 して いる とこ ろが 少 な くない。例 えば31

章 でJaneは 愛 人 になって ほ しい と懇願 したかつて の恋人Rochesterの こ

とを思い 出 し動 揺す るが、次 の よ うに 自問 して騒 ぎたつ 心 を静 めてい

る。`Whetherisitbetter...tobeaslaveinafc)ol'sparadiseatMarseilles

feveredwithdelusiveblissonehour‐suffocatingwiththebitterest

tearsofremorseandshamethenextortobeavillageschoolmistress,

freeandhonest,inabreezymountainnookinthehealthyheartof

England?"(402)こ の ように、Janeの 価 値観 の 中で は明 らか に 「堅実

な英 国中部 の涼 しい 山陰 」が 「刹那 的 な喜 び に満 ち たマ ルセ イユ の幻

影 の楽 園」の上位 に置かれ てい るのであ る。

またJaneはRochesterに 向 か って、一度 だけBerthaの こ とを 「あの気
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の毒 な婦 人」("thatunfortunatelady",339)と 呼 び ある種 の哀 れみ を示

すが 、そ の他 の箇所 ではBerthaを 「吸血鬼 」("Vampyre",317)、 「獣 」

("beast",327)、 「衣服 を着たハ イエナ」("theclothedhyena",328)な ど

と表 現 してお り、殆 ど人 間扱 い して い ない。 ま してBerthaを 「父権社

会 の 中で抑圧 された 自己 の分 身」 の よ うに感 じた り、 或 いは 「英 国の

植民 地主義 に巻 き込 まれ た犠牲者 」 と見 るこ とな ど論外 で ある(Plasa,

74)。 そ してBronte自 身 もこの よ うな対比一RochesterとJaneが 共 有 す

る 「汚 れ、堕 落 した外 国(人)」 と 「清 く、健康 的 な英 国(人)」 とい う

概 念一 を結 局は崩 していないので ある。

この点 をよ り明確 にするため、少 し前 に言及 したAnthonyTrollopeに

再 び触 れて みた い。Trollopeは 一 般 に英 国の伝統 的な価 値 を重 ん じる

「体制 寄 り」 の作家 と して捉 え られ る こ とが 多 い。確 か に先 に挙 げ た

TheWestIndiesandtheSpanishManに ち りばめ られた彼 の人種 的優越感

や ヨーロ ッパー よ り狭 い意 味 では英 国一偏 重 の考 え は、 こ うい った従

来 の評価 の裏付 けにな るか も しれ ない。 しか し、特 に1860年 代 以 降の

Trollopeの 小 説で は、必 ず しも支配階級 のイデ オロギーが 強 く支持 され

て はいないの であ る。 む しろ 「支配一被 支 配」「中心一周 縁」 とい う基

本 的 な構 造 が脅か され るケー スが顕 著で あ る。例 えば1875年 に 出版 さ

れた後期 の代 表作の一つ、TheWayWeLiveNowを 見 てみ よ う。 この作

品 に登 場す るユ ダヤ人の投機 家AugustusMelmotteは 当 初、 「い かが わ

しい他者 、信 用 で きない外 国人」 と して伝 統 や慣 習 を信 奉 す るRoger

Carburyの よ うな 「誠 実で責任感 の強い カン トリー ジェ ン トルマ ン」 と

対置 されてい る。 しか し小説 の後半 、TrollopeがMelmotteの 内面一 す

なわ ち一人 の人 間 と して の彼 の苦悩 や孤独一 に焦 点 を当 てる と き、 こ

う した単純 な対比 は疑 わ しい ものに なってい く。

またWinifredHurtleと い う脇役 の アメ リカ人女性 につ いて も同様 の

こ とが言 える。Winifredは 一 見い かに も 「家庭 の天使」 とい う理想像 か

らか け離 れた、我の強 い攻 撃的 な人種 に見 える。 けれ ど もTrollopeは 彼

女のPaulCarburyに 対 す る愛 がい か に深 いか示 す こ とに よって、 この

「堕 ち た女 」 に 「イ ノセ ンス」 を見 出だす よ う読 者 を促 してい く。 実際

Winifredの 粗 野 で 自暴 自棄 な行動 は、酒 に溺 れた前夫 やオ レゴ ンで出会

った悪漢 、そ して 「紳 士 的な」愛 人Paulら か ら受 けた酷 い仕 打 ちに起

因す る ところが大 きい。"Shallawomanbeflayedalivebecauseitis
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unfeminineinhertofightforherownskin?Whatisthegoodofbeing‐

feminine,asyoucallit?"(II:8-9)彼 女 の この叫 びは 「女 らしさ」 とい う

既 成概念 へ の挑 戦 であ る。Winifredの 女 としての悲 しみ、 怒 りはPaul

やRogerに 代 表 される 「お上 品な」英 国紳士 階級 の偽 善 を暴 き、そ の道

徳 的基 盤 を揺 るがす力 を も秘 めているので ある。

一方 これ と比較 す る と
、JaneEyreの 世 界 は よ り保守 的 であ り、作 者

(Bronte)の 手 法 もよ り巧妙 で ある と言 わ ざる をえない。 社会 にお け る

女性 の従属 的立場 を 自ら意 識 していたBronteは 、 この作 品に登場 す る

多 くの人物 をめ ぐって 「男 性(中 心)と 女 性(周 縁)」 といっ た基 本的

枠 組 を設 定す る。 しか し彼 女の 目的 は この関係 に抜 本的 な変 革 を もた

らす ことでは ない。 む しろBronteは さ らに人種 の優 劣 とい うイデ オ ロ

ギ ー をそ こに持 ち こむ こ とで、本 来共 に 「周 縁 的」存 在 であ った はず

のJaneとBerthaの 差 異 を強調す る。 こ うしてBronteは 「男性の支 配 と

女性 の隷 属 」 とい っ た一般 的 な図 式 を ぼか し、 問題 の解 決 を例 え ば

JaneとRochesterと い うような個 人 レヴェルの 関係 に求 め ようとす るの

であ る。

この意 味で はまたJaneがRochesterと の や りと りの 中で、 イ ン ドの ヒ

ン ドゥー教徒 の寡婦殉 死、 「サ テ ィー」("suttee")を 引 き合 い に出 して

い る点 も重 要で あ る。 言 うなれば、 こう した ヒン ドゥー の女性 とJane

の 差 異 こそがRochesterと 彼 女 の間にあ るジェ ンダーや階級 にお ける力

関係 を解 決 し(Sharpe,49)、 二 人 を 「精神 的に対等 な」(Eagleton,29)

結 婚 へ と向かわせ るので ある。24章 でRochesterが 、 愛す る男 性 と生死

を共 にす る と誓 う女性 へ の讃歌 を情感 をこめて歌 い あげ る と、Janeは

そ れが 自分 に対す る愛i青表現 だ と感 じつつ もはねつ けるよ うに言 う。"I

hadasgoodarighttodiewhenmytimecameashehad:butIshouldbide

thattime,andnotbehurriedawayinasuttee"(306).こ こ でJaneが 反

発 して いるの は言 うまで もな く、「サ テ ィー」 とい う自己犠牲 的な風習

.に 象 徴 され る女性 の従 属 的 な立 場 であ る。そ して彼 女 はい わ ばそ うい

った ヒ ン ドゥー教徒 の女性 の生 き方 を否 定す る こ とに よって、 自己 の

アイデ ンティテ ィを主 張 して いるので ある(Sharpe,52)。JennySharpe

の 説 明 に もあ る よ うに、19世 紀 の大英 帝 国は 「サテ ィー」 とい う野蛮

で残 酷 な慣 習 か ら 「気 の毒 な黒 い女 たち を救 い 出す」 使 命 を 口実 に、

イ ン ドにお ける植民地 政 策 を強化 してい った とい う(50-52)。 この よ
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うな東洋 に対す る 「道徳 的優越 感」(Sharpe,52)は 実 はJaneも 共 有 す

る もので ある。別 の箇所でRochesterが 自 らを 「トル コの皇 帝」 にた と

えた時 も、Janeは 自分 は 「伝 道 師」 に なって彼 の奴隷 とな った後宮 の

女 た ち に 自由 を説 き、反 乱 を起 こす よ う扇 動す る とや り返 し(302)、

「文 明人」 と しての誇 りを見 せ ている。 さらに留 意すべ き点 は、Bronte

が 「サ テ ィー」 や 「トル コのハー レムの女 奴隷」 とい った イメー ジ を

駆 使 して、 東洋 と独 裁的 、抑 圧 的な慣 習 を結 びつ けてい るこ とで あ る

(Meyer,82)。Meyerも 示 唆す る ように、 こう してBronteは 英 国に よる

圧 制 一例 え ばア フ リカ人 の奴 隷化 等 の歴 史的事 実 一か ら自分 及 び読者

の 目を巧 みにそ らしている ように思 われ る(83)。

実 際、 この作 家 が極 めて ヨー ロ ッパ 中心 主義 的 な視点 に立 ってい る

こ とは否定 で きないで あろ う。AlanBewellが 書 いてい る ように、結 局

の ところBronteは 英 国の植 民 地主義 が他 国 に及ぼす 害悪 よ りも、 む し

ろそれ が本 国の社 会生 活 に跳 ね返 って くる影響 に懸念 を抱 い てい た よ

うで あ る(289)。 例 え ば奇 妙 な こ とに、 この小 説 の 中でJaneを 蔑 み、

彼女 に 自分 が社 会階級 の ヒエ ラルキー にお いて下 位 に属 して い る と痛

感 させ る上流 階級 の人達‐JohnReed、Reed夫 人 、BlancheIngramと そ

の母 親 など一の外 観が、例 えば 「浅黒 い肌」(16)や 「漆 黒の髪」(181)、

「膨 れた顔」(195)、 「が っ し りとした体格 」(247)な ど 「劣 った」 人種

で あ るBerthaに 似 た特 徴 を持 っ て い る こ とが しば し ば暗 示 され る

(Meyer,78-80)。 加 えて 、Reed夫 人 やBlancheの 描 写 に 「傲 慢 な」

("imperious")、 「専制 的 な」("despotic")と い った 「帝 国主義」 を連想

させ る語 が時 折使 われ る こ とも、 注 目に値す る(Meyer,79)。 つ ま り

Bronteは こ う したキ ャラク ター を創 造 す るに 当た って、大 英帝 国の植

民 地主 義 に よって生 じる人 種 的 「他 者」 との接 触 が、本 国の支 配層 に

「肌 の黒 さ」 や 「傲慢 さ」 な ど望 ま しか らぬ性 質 をもた らした ことを暗

示 してい るのであ る(Meyer,79)。 こ の ようなBronteの 恐 れ、危機 感

はReed家 の 人 々やBlancheが 後 に破 産や死 、縁 談の失敗 等 に見 舞わ れ、

ス トー リーか ら 「片 付 け られ る」 とい う筋 書 きにも見 出だせ るの で は

ないか。

JaneEyreは 究 極 的に は、殆 ど排他 的 と言 えるほ ど英 国中流階級一 よ

り厳 密 には下層 中流 階級(Meyer,86)一 を 中心 に展 開 してい る。 ヒロ

イ ンの中流 階級 と しての プ ライ ドは、貧 乏 を堕 落 と見做 す 考 えや無教
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育 の 労 働 者 階 級 に 対 す る 差 別 意 識 な ど 小 説 中 様 々 な 形 で 表 れ て い る 。

例 え ば モ ー ト ン の 村 の 学 校 で 貧 し い 「無 知 な 」 子 供 た ち に 教 え 始 め た

日 、Janeは 自 ら の 境 遇 を 恥 じ る 気 持 ち で 一 杯 に な っ た と い う 。"Ifelt

desolatetoadegree..Ifelt-yes,idiotthatIam-Ifeltdegraded.Idoubted

Ihadtakenastepwhichsankinsteadofraisingmeinthescaleofsocial

existence"(402).ま たMeyerも 書 い て い る 通 り、33章 でJaneは 伯 父 が

残 し た 遺 産 の 「平 等 な 」 分 配 を 主 張 す る が4、 結 局 こ の 富 が 再 分 配 さ れ

る の も や は りRivers兄 妹 と い う 下 層 中 流 階 級 に 限 ら れ る の で あ る(86)。

小 説 の 前 半 で 、 自 由 や 平 等 を 高 らか に う た うJaneは い か に も 反 逆 的 、

革 命 的 な エ ネ ル ギ ー を 体 現 し て い る か の よ う に 見 え る 。"Millionsare

condemnedtoastillerdoomthanmine,andmillionsareinsilentrevolt

againsttheirlot.Nobodyknowshowmanyrebellionsbesidespolitical

rebellionsfermentinthemassesoflifewhichpeopleearth"(125).ま た

23章 で 、 激 情 に 駆 ら れ たJaneは 自 分 の 雇 い 主 で あ るRochesterに 次 の よ

う に 訴 え る 。

"Doyouthink
,becauseIampoor,obscure,plain,andlittle,Iam

soullessandheartless?‐Youthinkwrong!‐Ihaveasmuch

soulasyou,‐andfullasmuchheart!AndifGodhadgiftedme

withsomebeauty,andmuchwealth,Ishouldhavemadeitas

hardforyoutoleaseme,asitisnowformetoleaveyou.Iam

nottalkingtoyounowthroughthemediumofcustom,

conventionalities...itismyspiritthataddressesyourspirit;just

asifbothhadpassedthroughthegrave,andwestoodatGod's

feet,equalasweare!"(284)

こ れ は 当 時 の 社 会 で は 考 え ら れ な い よ う な 女 性 か ら の 赤 裸 々 な 愛 の 告

白 で あ り5、 ま た ジ ェ ン ダ ー や 階 級 に お け る 抑 圧 的 な ヒ エ ラ ル キ ー に 対

す る 憤 怒 の 叫 び で あ る 。 こ の よ う な ヒ ロ イ ン に 当 時 の 文 人Elizabeth

Rigbyが 「チ ャ ー チ ス ト運 動 を 引 き起 こ し た の と 同 じ 精 神 」(Allott,109-

110)を 見 、 強 い 反 発 を 覚 え た の も あ る 意 味 で 無 理 か ら ぬ こ と で あ っ た

ろ う 。

し か し 既 に 示 唆 し た よ う に 、Janeの 「革 命 的 な 精 神 」 が 本 当 に 「こ
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の世の無数 の暮 し」("themassesoflifewhichpeopleearth")を 視 野 に

入 れ た もので あ るのか か な り疑 わ しい。実 の ところ、そ れ は専 ら中流

階級 の 生 活 向 上 とい う方 向 に の み 向 か い 、労 働 者 階 級 、 さ ら に は

Berthaの よ うな人種 的 「他 者」 もそ こか ら排 除 され て い るの で あ る

(Meyer,233)。 結 末 におけ るJaneとRochesterの 幸 福が この 「第三世界」

の女性 の犠牲 の上 に成 り立ってい る とい う点 も看過 で きない。

JaneEyreは ジ ェンダーや人種 、階級 にお ける19世 紀 の 支配的 イデ オ

ロギ ー を無条件 には受容 せず 、部分 的 に では あ るが 強い 抵抗 も試 みて

い る。 しか しこれ まで見 て きた通 り、最 終 的 に は既存 の ヒエ ラルキー

を保持 したま ま限 定 され た、狭 い意 味で の解 決 しか見 出だ してい ない。

急 進 的 な要素 と保 守的 な要素 が微 妙 に入 り交 じ り織 り成 す この作 品の

世 界 は、Bronteの ア ンビヴ ァレ ン トな姿 勢や 内 なる葛藤 を示 す もので

あろ う。

JaneEyye出 版 か らお よそ120年 後 、BronteのBerthaの 扱 い に憤 りを

覚 え た西 イ ン ド諸 島出身のJeanRhys(1894-1979)が 、 そ のク レオー ル

の 「狂 女」 を主 人公 に して、 この小 説の いわ ば 「前編 」 に当 たるWide

SargassoSea(1966)を 書 いた こ とは よ く知 られて いる。Bertha一 本 名

AntoinetteCoswayMason一 とEdwardRochesterの 関係 に焦点 を当てた

この作 品は、二 人 の結婚 にお い て 「白人 と非 白人 」、 「男 と女」、 「持 て

る者 と持 た ざる者」、 「正気 と狂気 」 とい った 「支配 一被 支配」 の力 関

係 が 残酷 な まで に築か れ、 強化 され てい く過程 を描 きだ す。 ここで は

特 に結 末場 面一ノaneEyreとWideSargassoSea、 二 つ の小 説 を結 びつ け

る部分一 を取 り上 げたい。

Antoinetteが 夢 の中 で(後 に現 実 に なる)、 かつ て ジャマ イ カで解 放

奴 隷 たちが 自分 の家 を焼 き討 ち した ようにRochesterの ソ ー ンフ ィール

ドに火 を放 つ の は興味 深 い。彼 女 をめ ぐる物 語 は概 して痛 ま しいが 、

この 放火 もまたそ の破 滅 性 ゆ えに悲 劇 的 と言 えるか もしれ ない。 しか

し見 方 を変 える と これ は、暗 く冷 たい英 国の階層 社会 の 中で幾 様 に も

疎外 され、閉塞状 態 にあ ったAntoinetteが 自 己を回復す るの に必要 かつ

唯一可 能 な手続 きであ ったのか もしれ ない。6夢 か ら覚め た彼女 は確 信

する。"Nowatlastlknowwhylwasbroughthereandwhatlhavetodo"

(124).そ して 「私 を憎 んだ男」(Rochester)が 「バーサ1バ ーサ!」

と呼 ぶ のを振 り切 る よ うに して、 闇の 中 に見 た故 郷 の幼 な じみの名 前
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を 叫 び な が ら(「 テ ィ ア1テ ィ ア1」)胸 壁 を 飛 び 降 り る ヒ ロ イ ン の

行 為 は 、 彼 女 を 抑 圧 す る 社 会 へ の 命 を 賭 け た 抗 議 で あ り 、 ま た

Rochester、 さ ら に はCharlotteBronteが 押 しつ け た 偽 り の 自 分 、 「狂 女

バ ー サ 」 か ら の 解 放 に 他 な ら な い 。"Berthaisnotmyname.Youare

tryingtomakemeintosomeoneelse"(94).エ ン デ ィ ン グ に お け る

Antoinetteの 「焼 き 討 ち 」 は 、 一 た と え そ れ が 束 の 間 で あ っ て も～ 社 会

の 様 々 な ヒ エ ラ ル キ ー に お け る 「支 配 一 被 支 配 」 の 関 係 を 転 覆 さ せ る 、

Bronteに は 果 た し 得 な か っ た 「革 命 」 な の で あ る 。
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